
-projectD
「⼦どもを信じて学びを拓く
〜委ねる授業に効く教師の伴⾛と⾒とり〜」
「もっと子どもたちに任せてみよう」——多くの教師がこの思いで
学習形態やツールの選択を子どもに委ねる実践に挑戦しています。こ
の流れは、学習者主体のメディア表現を重視するD-projectとしても、
大いに歓迎すべきものです。ただし、ここで問いたいのです。単なる
「放任」になっていませんか？
「子どもたちに学びを委ねる」には覚悟が必要です。それは、子ど
もたち一人ひとりが本来もっている可能性を信じたときに初めて可能
になります。これまでのように、教師が課題を与えゴールまで引っ
張っていき、「教師」が求める正解を導き出すのではなく、「子ども
たち自身」が問いを立て、試行錯誤し、仲間と共に考える過程を保障
することが重要です。その時に、学びは子どもたち自らが、「拓いて
いくもの」へと変わるでしょう。教師の予想を超えた学びが生まれる
でしょう。では、そのような授業において、教師の役割はどのように
変化するのでしょうか？
本研究会では、そのような学びの姿と教師の役割を求めて、実践検
討やワークショップを通して、参加者の皆さんと探究していきたいと
考えています。

主催：⼀般社団法⼈デジタル表現研究会（D-project）
共催：和歌⼭⼤学教育学部ICT ・プログラミング教育⽀援室
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3⽉21⽇
10:00〜17:00
（受付:9:30〜）

事前申込が必要です。⼆次元コード、もしくは
下記URLよりお申し込み下さい。

対⾯開催
定員150名（先着順）

資料代  1,000円
※プログラムは裏⾯を

御覧ください。

D-projectとは？
デジタルとデザインを
軸に、豊かな学力とメ
ディア創造力を育む授
業デザインを提案する
教育研究会です。

⼟

時間

場所

申込URL https://dpro2026.peatix.com
※事前にPeatix（チケットサイト）への登録が必要です。

※お弁当の有無・懇親会への出⽋及び
ポスター発表のエントリーも含みます。

和歌⼭⼤学
⼤学へのアクセスは下記をご参照
下さい。お⾞でお越しの場合は学内
駐⾞場をご利⽤いただけます。
https://www.wakayama-
u.ac.jp/about/access.html

東２号館（教育学部講義棟）

お申し込み

https://dpro2026.peatix.com/
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プログラム
10:00-10:20 開会と本⽇の道案内／賛助会員紹介 
10:20-10:50 オープニングトーク：「学びを⼦どもに委ねる教師の役割」

中川⼀史（放送⼤学教授/D-project会⻑）
11:00-11:55 実践発表①「教師の役割を追究する」
11:55-12:55 昼⾷＆ランチタイムポスターセッション
13:00-14:15 実践発表②「先進的な事例（表現学習や学習者主体の授業をめざした実践）」
14:30-15:50 ワークショップ
16:00-16:45 総括セッション「D-pro流、学びを委ねる授業デザインのポイントとは？」

中橋 雄（⽇本⼤学/D-project副会⻑）、⼩林祐紀（放送⼤学/D-project副会⻑）
⼭中昭岳（さとえ学園⼩学校/D-project副会⻑）

16:45-17:00 クロージングトーク 豊⽥充崇（和歌⼭⼤学/D-project副会⻑）

11:00-11:55 実践発表①  （テーマ：教師の役割を追究する）※各分科会25名を想定

発表タイトル
A分科会

AI時代の学級歌制作
〜10％のAI利⽤がつく
る100％の感動〜

B分科会
⼦どもの創造性を育むための
マルチモーダルな表現活動と

教師の⾒取り

C分科会
探究的な学びをデザイン
する〜教科連携・STEAM

の視点から〜

D分科会
『強みを活かす！』〜多様
な表現からウェルビーイン

グへ〜

発表者名
（所属）

⼭本直樹（関⻄⼤学初等
部/D-project副会⻑）

⽯⽥年保（松⼭市⽴堀江⼩学
校/D-project松⼭ ）

反⽥  任（同志社⼀貫教育
探求センター/D-project関

⻄）

稲⽥健実（福島県⽴相⾺⽀
援学校/D-project茨城 ）

コーディネーター 佐藤幸江（放送⼤学/
D-project副会⻑ ）

前⽥康裕（熊本⼤学⼤学院
/D-project副会⻑ ）

岩﨑有朋（札幌国際⼤学
/D-project副会⻑ ）

郡司⻯平（名寄市⽴⼤学/D-
project北海道 ）

※実践発表①については、参加申込時に参加を希望する分科会を１つ選択して下さい（先着順）。

11:55〜12:55 昼⾷休憩＆「ランチタイムポスターセッション」
昼⾷時にお弁当を⾷べながら、フラっと⽴ち寄るポスターセッションを実施します。ポスターを貼り付ける場所
（ブース）を提供致しますので、参加申込時に発表を希望される⽅はエントリーをお願いします。ポスターサイズは
横100cm・縦120cmまでとさせていただきます（A4⽤紙を敷き詰めていただいても構いません。その場合は15枚程度
を⽬安として下さい）。※なお、発表希望者であっても旅費等は⽀出致しませんのであらかじめご了承下さい。

13:00-14:15 実践発表②  （先進的な事例：表現学習や学習者主体の授業をめざした実践）
各25分で３セッション（15分発表・10分質疑）：５分科会１５組を予定。
※第２報でタイトル・発表者を掲載します。

14:30-15:50 ワークショップ  ※各分科会20名定員
※参加申込時に参加を希望するワークショップを１つ選択して下さい（先着順）

ワークショップA ワークショップB ワークショップC ワークショップD ワークショップE

テーマ 情報活⽤能⼒を⾼め
るクリエイティブな
プレゼンテーション
体験

メディア・リテラ
シーを育むアプリ
を活かした授業デ
ザイン

学習者主体を“放任”に
しない授業づくり〜
⼦どもの学びを⽀え
る教師の⾒とりと伴
⾛を考える〜

教育現場に活かす企業
のテクノロジーとマネ
ジメント思考

学びを委ねる韓国プ
ログラミング体験

ファシリ
テーター

前⽥康裕（熊本⼤学
⼤学院/D-project副会
⻑ ）
佐藤幸江（放送⼤学
/D-project副会⻑ ）

中橋雄（⽇本⼤学/
D-project副会⻑）
⼭本直樹（関⻄⼤学初
等部/D-project副会⻑）

⼩林祐紀（放送⼤学
/D-project副会⻑）
岩﨑有朋 （札幌国際⼤
学/D-project副会⻑）

福⽥晃（⾦沢⼤学附属コ
ラボレーション推進室
/D-project⾦沢 ）
⽔⾕浩三（D-project  顧
問）

福⼠晶知（千歳市⽴千
歳第⼆⼩学校/D-
project北海道 ）
ホン・ジヨン（韓国
ATC）

◯懇親会：17:30〜19:30（予定）
（学内レストラン フルール：会費制 5,500円）※要事前申込

〈連絡・問い合わせ〉 D-project 事務局 project@d-project.jp 担当：村⽥直江
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